
はじめに 
「データの特徴を2軸にしてインタラクティブにデータセットの分布を見る」(GSLetterNeo Vol.131)では、
データセットをデータの特徴に基づいて2軸の散布図のようにプロットして見る方法を紹介しました。 

Vol.131で紹介した試作している画像の分布を見るツール[図1]での可視化方法を題材に、データの可視化と指
定を行うプログラミングを紹介します。 
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図1 画像の分布を見るツールの画面



データの特徴を軸にして可視化するプログラミング
では、大まかに次のことを行います。 

•特徴量の範囲、最小値と最大値を決める 
•特徴量を[0,1]の数値に正規化する 
•表示エリア上のピクセル単位の座標を求める 

特徴量の範囲、最小値と最大値を決める 
ピクセルをもとにした RGB の場合、ピクセルの最
小値0と最大値255を用います。HTML の Canvas を
用いる場合、画像のピクセル配列を getImageData() 
関数で得られます。 

CanvasRenderingContext2D.getImageData() - Web API | MDN 

HSL の場合、算出方法により表現方法が異なります
が、例えば Hue は0度から360度の角度で表し、
Saturation と Brightness は0%から100%の百分率で
表すことが多いです。 
パーセント - Wikipedia 

HSV色空間 - Wikipedia 

作成日など時間情報の場合、データセットの期間が
分かっていればそれを用います。期間が分からない
場合、データセットの全データから作成日の最初の
日と最後の日を最小値と最大値に用います。
JavaScript の場合、日付を表す Date オブジェクト 
の関数 getTime() を用いて、1970年1月1日からの経
過時間としてミリ秒で表した数値が得られます。 
Date.prototype.getTime() - JavaScript | MDN 

緯度や経度の場合、データセットの対象エリアが分
かっていればそれを用います。対象エリアが分から
ない場合、緯度と経度の最小値と最大値を求めて用
います。試作ツールでは縦軸と横軸に指定する特徴
の種類をあらかじめプログラム内に書いてありま
す。縦軸と横軸で指定できる特徴の種類は同じで、
画像のピクセルの RGB の赤色 (red) 成分、青色 
(blue) 成分、緑色 (green) 成分、HSLの色相 (hue) 成
分、彩度 (saturation) 成分、輝度 (luminance) 成分、
グレースケール換算値 (grayscale)、撮影時刻 (time)、
撮影緯度 (latitude) および撮影経度 (longitude) の10種
類です。図1は横軸に彩度、縦軸に輝度を指定した
様子です。 

特徴量を[0,1]の数値に正規化する 
各特徴量 v を、求めた最小値 min と最大値 max 
で、最小値 0 最大値 1 の数値 d に正規化します。 

d = (v - min) / (max - min) 

表示エリア上の座標を求める 
表示エリアの左下端を横軸と縦軸の原点になるよう
に描画する場合、特徴量 v の横軸上の座標 x は、正
規化した数値 d に表示エリアの横幅 width を掛けた
値になります。同様に、特徴量 v の縦軸上の座標 y 
は、正規化した数値 d に表示エリアの縦幅 height 
を掛けた値になります。HTML の Canvas を描画に
用いる場合、Canvas の描画エリアの原点は左上端
のため、正規化した数値を逆にして縦幅 height を掛
けます。特徴の描画エリアの横方向の位置x、縦方
向の位置yとする座標 pv は次のように書けます。 

let pv = { 
 x: d * width 
 y: (1 - d) * height 
} 

求めた座標 pv を用いて特徴や画像などのオブジェ
クトを HTML の Canvas に散布図のように点描する
には moveTo 関数と arc 関数や fillRect 関数を用いま
す。 
CanvasRenderingContext2D.moveTo() - Web API | MDN   

CanvasRenderingContext2D.arc() - Web API | MDN   

CanvasRenderingContext2D.fillRect() - Web API | MDN   

冒頭の図1のように画像を描画するには drawImage 
関数を用います。   

CanvasRenderingContext2D.drawImage() - Web APIs | MDN 

データを指定するプログラミング 
マウスのクリックやタブレットのタッチで画面上に
描画したデータを指定する方法を紹介します。ク
リックやタッチ入力イベントを受け取り、イベント
から表示エリアの横方向と縦方向の座標 pi を取得
します。座標 pi と上記で計算した特徴の座標 pv か
ら該当するデータを得ます。入力イベントは、
HTML では JavaScript を用いて HTML エレメント の
関数 addEventListener を使って取得できます。
HTML の Canvas 上でマウスのクリックイベントを
取得して、入力座標 pi を取得するコードは次のよ
うに書けます。 

let aCanvas = document.getElementById 関数などで取得し
た対象 Canvas オブジェクトが入ります 
aCanvas.addEventListener(“click”, (event) => { 
 let pi = { 
  x: event.offsetX, 
  y: event.offsetY 
 } 
}) 

MouseEvent - Web API | MDN 

タッチイベントでは、画面に触れた指の本数分の座
標が Touch オブジェクトの配列 touches プロパティ

https://developer.mozilla.org/ja/docs/Web/API/CanvasRenderingContext2D/getImageData
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%91%E3%83%BC%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%83%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/HSV%E8%89%B2%E7%A9%BA%E9%96%93
https://developer.mozilla.org/ja/docs/Web/JavaScript/Reference/Global_Objects/Date/getTime
https://developer.mozilla.org/ja/docs/Web/API/CanvasRenderingContext2D/moveTo
https://developer.mozilla.org/ja/docs/Web/API/CanvasRenderingContext2D/arc
https://developer.mozilla.org/ja/docs/Web/API/CanvasRenderingContext2D/fillRect
https://developer.mozilla.org/en-US/docs/Web/API/CanvasRenderingContext2D/drawImage
https://developer.mozilla.org/ja/docs/Web/API/MouseEvent
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https://developer.mozilla.org/ja/docs/Web/JavaScript/Reference/Global_Objects/Date/getTime
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https://developer.mozilla.org/ja/docs/Web/API/CanvasRenderingContext2D/arc
https://developer.mozilla.org/ja/docs/Web/API/CanvasRenderingContext2D/fillRect
https://developer.mozilla.org/en-US/docs/Web/API/CanvasRenderingContext2D/drawImage
https://developer.mozilla.org/ja/docs/Web/API/MouseEvent
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から得られます。指一本で触れることを想定する
と、touches の最初の Touch オブジェクトの座標の
横方向の位置 clientX プロパティと縦方向の位置 
clientY プロパティを参照します。タブレットでの
タッチイベントから入力座標 pi を取得するコード
は次のように書けます。 

aCanvas.addEventListener(“touchstart”, (event) => { 
 let touch = event.touches[0] 
 let pi = { 
  x: touch.clientX, 
  y: touch.clientY 
 } 
}) 

Touch events - Web API | MDN 

入力座標 pi が、データを表す形状の中にあるデー
タを得ます。データの形状には、形状の輪郭を直線
でつないで表すポリラインや、形状の代わりに形状
の外接矩形や外接円を用いられます。前述した描画
方法 arc 関数 で散布図のように丸を描画した場合
はデータの形状が円形です。円形の中に入力座標が
あるかは、入力座標 pi と円の中心座標 pv の距離
が、円の半径 radius より短いと円の中にあると分か
ります。pi と pv の距離はユークリッド距離で、距
離の計算と円の中にあるか判定するプログラムはそ
れぞれ次の distancePoints 関数と containsPoint 関数
のように書けます。 

function distancePoints (pv, pi) { 
 return Math.sqrt(Math.pow(pi.x - pv.x, 2) + Math.pow(pi.y 
- pv.y, 2)) 
} 
function containsPoint (pv, radius, pi) { 
 return distancePoints(pv, pi) <= radius 
} 

ユークリッド距離 - Wikipedia 

2号に渡りデータの特徴を2軸にしてインタラクティ
ブにデータセットの分布を見る試作ツールと、これ
に用いているデータの描画と指定のプログラミング
について紹介しました。これらのプログラミング
は、基本的な方法の一例ですが同様の方法で色々な
データとの対話的なアプリケーションの実装ができ
ると思います。 

images plot 
images plot は、vol131 と本記事で紹介した画像群
の特徴を軸にして分布を見るツールのプロトタイプ
です。先端技術研究所の次の URL にアクセスして
試用できます。 

vial-images-plot 
https://www3.sra.co.jp/ktl/deep/vial-images-plot.html 

Webブラウザでリンクを開くと「Select data 
folder」と書かれた画面がでます。 

画像ファイル群と、Vol.131 の図2データセットファ
イルのような内容のファイル拡張子が .md のプレー
ンテキストファイルが入っているフォルダを選びま
す。 

画像ファイル群の読み込みがはじまります。読み込
みが終わると、画像群を縦軸と横軸を grayscale で
表示します。 

画像データから特徴量を計算するコードや、本記事
で書いた正規化のコードは vial-images-plot.html の 
calculateEventImageFeature 関数に書いてあります。 

上記 URL を開いたあと、ブラウザの Web インスペ
クタを開くと、vial-images-plot.html や ImagesPlot.js 
など vial-images-plot を実装しているプログラムを見
れます。 

表示エリア上の座標を求めるコードは、
ImagesPlot.js の dataFeatureToX および 
dataFeatureToY に書いてあります。 

データを指定するプログラミングについては、 
ImagesPlot.js の ImagesPlotController に書いてありま
す。このコントローラは、画面上の画像の形を円形
とみなし、クリックやタップした座標にある画像
データを見つけてコンソールに出力します。 

画像データには、データセットファイルに書いてあ
るファイルパスや年月日や経緯度と、特徴量の計算
結果が書かれています。 

コンソール上で、imagesplot.plotData() と入力すると
全画像の特徴量の計算結果を見れます。
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